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第 6 版 1刷（2023 年 1 月発行）にて修正済み （誤→正） 
 

頁 行・見出番号 誤（修正箇所） 正（修正・加筆方法） 

81 
例題 5.9 （1） 

 の解 

[次と差し替える] 𝑡 ∈ 𝐑 とすると， 
 𝛾ᇱሺ𝑡ሻ = ሺ𝑎 sinh 𝑡 , 𝑏 cosh 𝑡ሻ       （5.30） 
 
ここで，cosh 𝑡 > 0  だから，𝛾ᇱሺ𝑡ሻ ≠ 𝟎．よって，𝛾 は正則である． 

81 
～ 
88 

式番号の変更 式（5.32）～ 式（5.67）を 式（5.31）～ 式（5.66）とする． 

95 式（6.21） ሺ𝐑ሻ ሺ𝐑ଶሻ        ［2 箇所］ 
187 6 行目 （5.35） （5.34） 
217 下から 4 行目 変数変換 座標変換 

244 下から 7 行目 
（5.38） （5.37） 

（5.39） （5.38） 
 
 

第 5 版 1刷（2021 年 3 月発行）にて修正済み （誤→正） 
 

頁 行・見出番号 誤（修正箇所） 正（修正・加筆方法） 

15 下から 6 行目 選んでおき， 
選んでおく．必要ならば 𝑂ଵと 𝑂ଶを取

り替えることにより，𝑎 < 𝑏 としてよ

い．このとき， 
16 6 行目 定理 1.18 ሼ𝑎௡ሽ௡ୀଵஶ , ሼ𝑏௡ሽ௡ୀଵஶ の定義 
88 下から 2 行目 成分 連結成分 

121 式（7.44） 
𝜉ሺ𝑢, 𝑣ሻ = −𝑣(𝑢ଶ + 𝑣ଶ + 1) 𝜉(𝑢, 𝑣) = −𝑣 𝜂(𝑢, 𝑣) = 𝑢(𝑢ଶ + 𝑣ଶ + 1) 𝜂(𝑢, 𝑣) = 𝑢 

125 式（7.61） 𝑐 𝒄  （𝑐をボールド体に） 
144 下から 4 行目 実は， 実は，𝑓の連続性， 
146 6 行目 (𝑧ଵ, 𝑧ଶ,⋯ , 𝑧௡) ∈ 𝑄௡ (𝑧ଵ, 𝑧ଶ,⋯ , 𝑧௡ାଵ) ∈ 𝑄௡ 
150 2 行目 開集合 空でない開集合 
158 図 9.4 𝜑(𝑝) 𝑓(𝑝) 
196 9 行目 𝑇𝑀∗ 𝑇∗𝑀 



  
第 4 版 1刷（2019 年 3 月発行）にて修正済み （誤→正） 

 

頁 行・見出番号 誤（修正箇所） 正（修正・加筆方法） 
46 12, 15 行目 𝑛 𝑙 

76 
5～8 行目 

「𝑋 の空でない連結開集合から…（中略）…という．」を下記『』に差し

替える： 
『𝑥 ∈ 𝑋 を含む最大の連結部分集合を 𝑥 の連結成分という．連結成分は

閉集合となり，すべての連結成分からなる集合族 ሼ𝐴ఒሽఒ∈ஃは 
 𝐴ఒ⋂𝐴ఓ = ∅ ൫λ, μ ∈ Λ，λ ≠ μ൯，  𝑋 = ⋃ 𝐴ఒఒ∈ஃ    （5.13） 
 
を満たす．』 

8～9 行目 （5.3），…（中略）…からなる． （該当部分を削除する） 

106 
下から 

1～3 行目 
𝐼 ∈ 𝑂(3)を…（中略）…なので，𝐼𝐴 このとき，−𝐴 

107 式（6.59） 

𝐼𝐴 (−𝐴) 𝜃 (𝜃 + 𝜋) 
（6.59） （6.58） 

108 
1 行目 （6.59） （6.58） 

式（6.60） （6.60） （6.59） 
138 8 行目 内積の正値性 エルミート内積の正値性 

151 式（9.5） ሼ𝑥ଵ(𝑞),⋯ , 𝑥௠(𝑞), 0,⋯ 0|𝑞 ∈ 𝑈ሽ ሼ𝜑(𝑞)|𝑞 ∈ 𝑈, 𝑥௠ାଵ(𝑞) = 𝑥௠ାଶ(𝑞) = ⋯= 𝑥௡(𝑞) = 0ሽ 
154 5 行目 𝑓ᇱ(𝒙) 𝑓ᇱ(𝑋) 
162 2 行目 𝑝 の 𝑝 における 
176 式（10.15） 𝑖 = 1 𝑗 = 1 
250 下から 6 行目 (𝑑𝑓)𝒙 (𝑑𝑓)𝒑 
252 下から 4 行目 外積 外積の性質 

 
 

第 3 版 1刷（2018 年 3 月発行）にて修正済み （誤→正） 
 

頁 行・見出番号 誤（修正箇所） 正（修正・加筆方法） 
100 3 行目 𝑛 = 𝑚 𝑚 = 𝑛 
103 下から 9 行目 𝑋  𝑃 𝑋𝑃  （𝑋と𝑃の間のアキを詰める） 

104 
下から 

5～8 行目 実対称 対称 

139 下から 11 行目 この複素内積 このエルミート内積 



163 図 9.6 
𝑣ఊ 𝒗ఊ  （𝑣をボールド体に） 𝑣௙∘ఊ 𝒗௙∘ఊ  （𝑣をボールド体に） 

164 図 9.7 
𝑣ఊ 𝒗ఊ  （𝑣をボールド体に） 𝑣௙∘ఊ 𝒗௙∘ఊ  （𝑣をボールド体に） 

165 式（9.46） ൬ 𝜕𝜕𝑦ଵ൰௣ , ൬ 𝜕𝜕𝑦ଶ൰௣ ,⋯ , ൬ 𝜕𝜕𝑦௡൰௣ ൬ 𝜕𝜕𝑦ଵ൰௤ , ൬ 𝜕𝜕𝑦ଶ൰௤ ,⋯ , ൬ 𝜕𝜕𝑦௡൰௤ 
175 2 行目 

𝑛௞ 𝑛௜ 𝑀௞ 𝑀௜ 
179 5 行目 𝑀 (𝑀,𝒮) 

185 
下から 

6～7行目 

(𝑀,𝑔)を𝑛 次元の𝐶௥級リーマン

多様体 
(𝑀,𝒮)を𝑛 次元の𝐶௥級多様体，𝑔を𝑀の

リーマン計量 

210 
式（11.57） |௎ |గషభ(௎) 
式（11.58） |௎ |గషభ(௎) 

228 下から 8 行目 (𝑛 − 1) (𝑛 − 1)! 
232 9 行目 無限和 和 
234 下から 4 行目 𝜄 ∶ 𝑆ଶ ∖ {N} ⟶𝐑ଷ 𝜄 ∶ 𝑆ଶ ⟶ 𝐑ଷ 
242 問題 3.1（1） = (0,−1)  = {(0,−1)}  
245 問題 6.1（1） = (0, 0,⋯ ,0,−1)  = {(0, 0,⋯ ,0,−1)}  
247 下から 6 行目 (𝑥ଵ, 𝑥ଶ,⋯ , 𝑥௡)  (𝑥ଵ, 𝑥ଶ,⋯ , 𝑥௡ାଵ)  
247 下から 5 行目 𝒙 ∈ 𝑈௜  𝜋(𝒙) ∈ 𝑈௜  

 
 

第 2 版 1刷（2017 年 6 月発行）にて修正済み （誤→正） 
 

頁 行・見出番号 誤（修正箇所） 正（修正・加筆方法） 

6 定理 1.7（3） 𝑑(𝑎,𝑎) ≥ 0 で 𝑑(𝑎, 𝑏) ≥ 0 で 

7 定理 1.9
（D3） 𝑑(𝑎,𝑎) ≥ 0 で 𝑑(𝑎, 𝑏) ≥ 0 で 

8 脚注を追加 
［定理 1.15（3）の{𝑂ఒ}ఒ∈ஃに対する脚注として次を加える］ 
集合族 {𝑂ఒ}ఒ∈ஃ を (𝑂ఒ)ఒ∈ஃ と表すこともある． 

9 定義 1.16
（O3） (𝑂ఒ)ఒ∈ஃ {𝑂ఒ}ఒ∈ஃ 

10 定理 1.19
（3），脚注 (𝐴ఒ)ఒ∈ஃ {𝐴ఒ}ఒ∈ஃ 

35 下から 3 行目 𝑅 は R は  （𝑅 を立体にする） 
36 下から 2 行目 (𝑋,𝑌) ∈ 𝑆ଵ (𝑋,𝑌) ∈ 𝑙  

43 
下から 

1, 4 行目 {0} {𝑎} 



44 

1～3 行目 {0} {𝑎} 
下から 4 行目 

［【解】（2）の冒頭に次を加える］ 
背理法により示す．𝑓が単射であると仮定する． 

52 問題 3.1（1） {𝑈ଵା ∪ 𝑈ଵି ∪ 𝑈ଶା} (𝑈ଵା ∪ 𝑈ଵି ∪ 𝑈ଶା)  

59 5 行目 より，Aff (𝐑௡) 
より，Aff(𝐑௡) 
（Affと𝐑௡の間隔を詰める） 

69 式（4.64） 
(𝑥  𝑦) (𝑥,𝑦) (𝑑  𝑒)  (𝑑, 𝑒)  

70 図 4.6 （双曲線をより漸近線に漸近しているように修正する） 
74 図 5.1 （双曲線をより漸近線に漸近しているように修正する） 
76 5 行目 連結開集合 空でない連結開集合 

78 

7 行目 𝑓,𝑔 𝑓ଵ, 𝑓ଶ,⋯ , 𝑓௡  
式（5.18） 𝑓(𝑡),𝑔(𝑡)  𝑓ଵ(𝑡), 𝑓ଶ(𝑡),⋯ , 𝑓௡(𝑡)  

10 行目 𝑓,𝑔  𝑓ଵ, 𝑓ଶ,⋯ , 𝑓௡  
式（5.19） 𝑓′(𝑡଴),𝑔′(𝑡଴)  𝑓ଵ′(𝑡଴), 𝑓ଶ′(𝑡଴),⋯ , 𝑓௡′(𝑡଴)  

下から 4 行目 のおける における 
84 例題 5.12（1） = 0  = 𝟎   （0 をボールド体にする） 
91 4 行目 直交行列 直交群 
96 7 行目 ただし，𝑛 ∈ 𝐍 である． 𝑛 ∈ 𝐍 とし， 

103 3 行目 存在し， 与えられ， 

105 7 行目 へ作用する に作用する 

108 問題 6.1（1） ൝ ራ𝑈௜ା ∪ራ𝑈௜ି௡
௜ୀଵ

௡ାଵ
௜ୀଵ ൡ ൭ራ𝑈௜ା ∪ራ𝑈௜ି௡

௜ୀଵ
௡ାଵ
௜ୀଵ ൱ 

111 式（7.3） (𝑥  𝑦  𝑧)  (𝑥,𝑦, 𝑧)  
125 3 行目 より により 

131 下から 8 行目 (𝑂ఒ)ఒ∈ஃ  {𝑂ఒ}ఒ∈ஃ  
137 9 行目 微分多様体 多様体 
151 式（9.3） 0 0  （0 をボールド体にする） 
156 式（9.17） 0 0  （0 をボールド体にする） 

163 下から 7 行目 𝑣ఊ  𝒗ఊ  （𝑣をボールド体にする） 

184 定理 10.10 （1）の末尾に（線形性），（2）の末尾に（交代性）を追加する． 
186 6 行目 実対称 対称 
187 10 行目 （波線部分はピリオド手前までとする） 
199 式（11.23） 𝒗ఙ(௞ାଵ) ⋯  𝒗ఙ(௞ାଵ), ⋯  



200 9 行目 定理 11.3 定理 11.13 
205 下から 3 行目 𝒖 = 0  𝒖 = 𝟎   （0 をボールド体にする） 

207 
式（11.39） 𝜔(𝒗,𝒂) = 𝜔(𝒗,𝒃)  𝜔(𝒗,𝒂ଵ) = 𝜔(𝒗,𝒃ଵ)  
式（11.43） 𝑑 を削除する． 

208 式（11.44）～

式（11.46） 𝑑 を削除する． 

220 

式（12.26） 𝑤௝ᇱ  𝑤′௝  

式（12.27） ෍ 𝜕ଶ𝐾௝𝜕𝑤′௞𝜕𝑤ഥ′௟ =௡
௞,௟ୀଵ ෍ 𝜕ଶ𝐾௝ᇱ𝜕𝑤′௞𝜕𝑤ഥ′௟௡

௞,௟ୀଵ  𝜕ଶ𝐾௝𝜕𝑤′௞𝜕𝑤ഥ′௟ = 𝜕ଶ𝐾௝ᇱ𝜕𝑤′௞𝜕𝑤ഥ′௟ 
231 図 12.2 （局所座標系が元の位置に戻ってきたときに向きが始めのものとは異な

るようにする） 

232 定義 12.19 
（U2） ∈ 𝑈ఈ  ⊂ 𝑈ఈ  

242 3.1（1） {𝑈ଵା ∪ 𝑈ଵି ∪ 𝑈ଶା}  (𝑈ଵା ∪ 𝑈ଵି ∪ 𝑈ଶା)  
244 下から 3 行目 （ピリオドを削除する） 

245 下から 9 行目 ൝ ራ𝑈௜ା ∪ራ𝑈௜ି௡
௜ୀଵ

௡ାଵ
௜ୀଵ ൡ ൭ራ𝑈௜ା ∪ራ𝑈௜ି௡

௜ୀଵ
௡ାଵ
௜ୀଵ ൱ 

248 下から 4 行目 （ピリオドを削除する） 

249 
9 行目 𝑥 = 𝑖 = 

式（＊） （ピリオドを削除する） 

253 下から 1 行目 𝑑(𝑓ୗି ଵ ∘ 𝜑 ∘ 𝑓୒)𝑑𝑡  
𝑑(𝑓ୗି ଵ ∘ 𝜑 ∘ 𝑓୒)𝑑𝑡 𝑑𝑑𝑡 

255 3 行目 (𝑛 + 𝑛)行× 𝑖) (𝑛 + 𝑛)行× 𝑖 
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